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サトイモの葉位および損傷が疫病の発生に及ぼす影響

は　じ　め　に

サトイモ疫病は，Phytophthora colocasiae Raciborskiを
病原菌とする病害である。海外のサトイモ類の栽培地で
は広く発生しているが（桂，1971），国内では TAMORI

（1964）が沖縄県，桂（1971）が京都府，景山・植松（2007）
が千葉県において本菌を分離した報告があるものの，経
済的な被害を及ぼすほどの発生記録は見当たらない。こ
のため，発生生態や防除対策について不明な点が多い状
況において，2014年に宮崎県で多発し（宮地ら，2016；
黒木，2017），2015年には愛媛県と鹿児島県を加えた 3

県でほぼ同時に広範な被害を生じた（山本ら，2017；黒
木ら，2020）。その後，2017年には千葉県，2019年には
埼玉県での発生が確認されている。以上のようにサトイ
モ疫病は全国でも有数の生産量を誇るサトイモ産地に拡
大するなど，国内生産に直接影響を与える重要病害とな
っている。このため，県内外のサトイモ生産現場からは，
発生生態の解明と防除対策の早期確立について強く要望
されることとなった。
愛媛県内の発生経過を詳細に述べると，2015年7月に，

県内主産地の四国中央市において発生が確認され（山本
ら，2017），その後，同年 9月には新居浜市と西条市，
2016年には丹原町（現西条市），2019年には今治市，
2021年には中予地域の一部において発生が確認される
など，発生地域は拡大傾向にある。このような状況にお
いて，愛媛県病害虫防除所は，県東予地方局産業振興課
四国中央農業指導班およびうま農業協同組合と協力し，
2016年から四国中央市における本病の発生調査を開始
した。その結果，本病は 6月末～7月の多雨期（梅雨）
に発生し始め，初発時の病斑の多くは下位の葉に認めら
れることが観察された。一般的に疫病は，降雨の際に土
壌とともに茎葉に跳ね上げられ感染が起こるとされてい
るが（桂，1971），現在のサトイモ栽培は，栽培期間を

通じてマルチ被覆する全期マルチ栽培であることから土
壌の跳ね上げは少ないと考えられるため，他の発生要因
として上位葉と下位葉の感染の差異に着目した。また，
8月下旬～9月の強風雨（秋雨）や台風通過の後に，急
激に発生が拡大する傾向が観察されたことから，風雨に
よる葉の損傷が本病の発病に大きく関与しているのでは
ないかとの仮説を立てた。そこで，上位葉と下位葉，す
なわち葉位別の発病差について，また葉の損傷と発病の
関係について検討したので紹介する。
なお，本研究は，農研機構生物系特定産業技術研究支

援センターによるイノベーション創出強化研究推進事業
の支援を受け，愛媛県を主査とし，宮崎県，鹿児島県，
国立大学法人岐阜大学，国立研究開発法人農業・食品産
業技術総合研究機構西日本農業研究センターが共同して
実施した「【29018C】産地崩壊の危機！リスク軽減によ
るサトイモ疫病総合防除対策技術確立試験（2017～2019

年度）」における研究成果である。

I　サトイモの葉位と発病程度の違い

愛媛県の主要早生品種である ‘愛媛農試 V2号’と宮崎
県および鹿児島県の主要品種である ‘石川早生’を供試
し，7～9月の葉位別（上位葉と下位葉）発病程度につ
いてリーフディスク法（赤井・桂，1974；辻本，2009）
を用いて検討した。
愛媛県農林水産研究所の水田転換畑を使用し，黒マル
チによる全期マルチ栽培とし，2018年 3月 28日に種芋
を植え付けた。出芽以降，主茎の葉の展開葉数をカウン
トしたところ，両品種ともに，新葉が順次展開し，葉柄
が倒れるまでの期間に約 16～18枚展開し，7～9月の間
においては新葉の展開と古葉の枯死が繰り返される中
で，常時約 5枚の葉が存在する状態であった。
葉の採取は，この試験圃場から7月10日（子芋肥大・

孫芋着生期），8月 8日（孫芋肥大・地上部最大生育期）
および 9月 11日（孫芋肥大後期）に，各品種の最上位
葉（以下，上位葉とする）および下位葉（最上位葉から
3～4枚下位の葉）から行った（図―1）。7月 10日に採取
した上位葉は展開後 8日以内の葉，下位葉は展開後
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